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学年規模 学級数 全体

15 ６ 90

50 25 ６ 150

(15) (40) (21)

(145)

(11) (13) (3) (11) (41)

(314)

(52)

統合 統合 存続

子どもたちに再編を２度体験させないためにも課題が顕在化している中学校の再編を先行。

中学校 平成33年４月

小学校 具体的な目標年次は定めない

→ 一定規模以上の学校規模を確保する必要があり、総合的かつ効果的な再編が必要。

課題が既に顕在化、
工夫による対応も限界

（検討委答申）
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平成29年11月８日
四万十市教育委員会
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〔参考〕法令上の標準学級数： 12 18


